
（別紙３）

～ 2025年　3月　30日

（対象者数） 11 （回答者数） 7

～ 2025年　3月　30日

（対象者数） 5 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
特に新しいスタッフに対するOJTや研修など療育の質を高め
る取り組みが必要。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
新しい取り組みがなかなかできなかった。来期は取り組んで
行きたい。

2
アンケートなどを実施してニーズを把握し、実現可能な範囲
で取り組んでいきます。

3

○事業所名 Applel Junior 鵜野森教室

○保護者評価実施期間 2205年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外部連携全般（病院、地域住民・地域子ども）
地域との連携がまだ弱く、外部＝自己完結しない取り組みは不
足している。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者
同士の交流の機会が不足している。

父母や研修会などご家族に向けた支援を開催する体制が整って
いなかった。

集団プログラム内容
子供たちが興味深く参加できるプログラムを、スタッフ間で
日々検討を行っている。
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